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１ 開会 

  

 皆様、こんにちは。定刻少し前ですが、皆さまお揃いですので、只

今から令和４年度第２回大井町総合教育会議を開催いたします。私

は、本日、司会を務めます総務課長の川野と申します。よろしくお願

いいたします。 

なお、本日の会議につきましては会議録作成のため録音させていた

だきますことを御了承いただきたいと思います。 

また、本日の出席者につきましては、御手元に配布させていただい

た次第の裏面にございます「出席者名簿」のとおりとなっておりま

す。本日は、全員の出席をいただいておりますので、この場を借りて

御報告させていただきます。 

それでは早速、次第に沿って進めさせていただきます。 

「次第２ 町長あいさつ」 小田町長よろしくお願いいたします。 

  

２ 町長あいさつ 

   

皆様、こんにちは。 

日頃は、町の教育行政に御尽力を賜り、厚くお礼申し上げますとと

もに、今年度２回目となる総合教育会議に御出席いただきまして、誠

にありがとうございます。 

また、昨年１２月の大井町長選挙におきまして、町民の皆さまから

のご信任を賜り、大井町長として２期目の重責を担わせていただくこ

とになりました。引き続き、皆さまと意思疎通を図り、教育の課題や

あるべき姿を共有して、より一層の教育行政の推進を図ってまいりた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

さて、本日は、「地域学校協働活動の推進状況」及び前回に引き続

き「大井町教育大綱」を協議・調整事項とさせていただきました。 

限られた時間ではございますが、忌憚のない御意見をお聞かせくだ

さるようお願いいたしまして、私からのあいさつといたします。 

本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

   

ありがとうございました。 

  次に、「次第３ 協議・調整事項」に移ります。大井町総合教育会

議運営要綱第２条第１項の規定により、議長は町長となりますので、

これからの進行は小田町長にお願いいたします。 

 

  はい。それでは、私が議長を務めさせていただきますが、会議の性

格上、私からも意見を述べさていただくことがあろうかと思いますの

で、予め御了承ください。 

それでは、（１）「地域学校協働活動の推進状況」について協議した

いと思います。地域学校協働活動につきましては、昨年度第２回総合

教育会議にて「コミュニティスクールと地域学校協働活動」として取



 2 

 

 

 

 

 
山﨑社会教育主事 

 

 
小 田 町 長 

 

 

 

中  條  委  員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
夏苅教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
山﨑社会教育主事 

 

 

り上げました。前回から約１年経過しましたので、本日は、地域学校

協働活動のその後の状況について伺いたいと思います。まずは、説明

者から要点に触れて説明をお願いします。 

 

３ 協議・調整事項 

（１） 地域学校協働活動の推進状況 

（※パワーポイントで、小・中学校における地域学校協働活動の実績について報告） 

 

  それでは、ただいまの報告を受けまして、さらに詳しく聞きたいこ

とや質問などがありましたら御発言いただきたいと思うのですが、い

かがでしょうか。 

 

  色々な取組みについての報告を受け、地域に根差した学習や体験活

動が行われていると思いました。また、そうした積み重ねから、色々

な大人や、さらには地域や社会との関わり合うことによって、子ども

達が地域に愛着を持ったり、あるいは地域の担い手としての自覚がう

まれてくるはずで、こうした活動が継続して発展していけば、町づく

りに繋がるものだとも思いました。 

ただ、今後の事を考えた場合に、子ども会がなくなり、地域でも子

どもとどう関わっていくかということが課題となっています。地域学

校協働活動は、広報で周知をされておりますが、例えば、自治会にお

いては、青少年育成会や福祉関係、スポーツ関係のリーダーがいらっ

しゃるので、自治会との意見交換の場を設けていただくことでさらに

活動が広がっていくのではないかと思います。 

また、学校内においては、校長や教頭と担当の職員だけが忙しいと

いうようなことにならないよう、全ての教職員が同じ目標を共有して

進めていってほしいと思います。私がいる自治会では、中学生のふれ

あい活動とからめて防災の活動を担ってもらっています。一番望まし

いのは、そうした活動の場に学校の先生がいて、地域のなかで、子ど

も達がどういう風に大人と関わっているのかを見てもらうことも必要

と感じます。しかしながら、先生達の負担増加につながらないよう

に、バランスをとって同じ目標を共有していってほしいと思います。 

 

  今の自治会の件に触れさせていただきますが、例年各自治会の青少

年育成会長を迎えて会議を開催しているのですが、近年はコロナウイ

ルス蔓延防止により開催が出来ていない状況です。そのため、開催し

た際には、この地域学校協働活動を紹介出来ますし、自治会の各取組

みを共有したこともありますので、そうした機会を活用していけたら

いいのかなと思いました。 

一方で、地域学校協働活動はＰＴＡ活動とも関連してくることにも

なってくるのでないかと思いますが、そのすみ分けをどうするか話題

には挙がったことはないでしょうか。 

 

マンパワーとしてＰＴＡ組織というのは活動を推進していくうえで

貴重な存在だと思っています。ただ、地域学校協働活動は推進委員を

もとに組織されており、ＰＴＡとは別々であるとの認識ですが、活動
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を推進するうえでは、ＰＴＡとビジョンを共有し、協力し合える部分

は協力して連携が出来れば良いと思っています。ＰＴＡによっては、

地域学校協働活動にどう支援したらよいか分からない部分もあるかと

思いますので、その辺も含め、ＰＴＡと相談して協働していけたらと

考えます。 

 

ＰＴＡと教育委員会との懇談会が毎年２回ほど開催しておりました

が、こちらもコロナウイルス蔓延防止により開催出来ていない状況で

す。開催した際には、そうした機会を活用していきたいと改めて思い

ました。 

 

事務局におきましては、ご意見をもとに取り組んでください。その

他ございますか。 

 

地域学校協働活動における読書活動の推進において、学校図書、図

書ボランティアの連携した取組みが紹介されましたが、各学校で図書

館の環境が整えられていて素晴らしいと感じました。子ども達も調べ

学習等で利用することがあるかと思いますが、利用する子ども達と図

書ボランティアの方たちとの関わりはあるのでしょうか。また、図書

ボランティアの方たちの感想も伺えればと思います。 

 

  図書ボランティアの方たちと子ども達が直接関わることは環境整備

の場では、そこまでないのですがボランティアさんの活動を子ども達

が見ることはとても大事だと思います。図書ボランティアとあわせて

読書ボランティアも活発になってきているので、そちらについては、

教室に入って子ども達と接する機会があり、やりがいを感じていただ

けているものと思います。 

   

  図書の環境については、図書システムの整備も課題の一つとしてあ

りますが、こちらは教育総務課でも課題として捉えています。また、

町の図書館との関係を今後密にしていくなかでタイミングをはかっ

て、より情報共有をしていきたいと考えています。あわせて、百科事

典の購入にあたり町長からご配慮いただき、さらには来年度も図書の

更なる充実に向けて予算を組んでいただいており、図書の環境整備に

ご理解をいただいていることをここでご紹介させていただきます。 

 

本がたくさんあればそれでいいのかとのご意見もあるかと思います

が、図書館の本にバラエティがあることは、まず大事なことだと思い

ます。その他、ございますか。 

   

  コロナウイルス蔓延防止により色々な体験学習がストップしていた

ところから、コロナウイルスが少しずつ落ち着き、推進委員の方々の

努力もありますが、バザーや図書ボランティアの活動などが出来るよ

うになるなど、地域の方が学校に関われる場が多くなってきた事に安

心しました。 

そこで、「更なる推進に向けて」の説明の際に、今後は、地域の大
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人に加えて、高校生や大学生との連携をしていきたいとの話がありま

したが、高校生や大学生は、大人とは違う良さがあり、子どもたちも

関わり合いが持てれば喜ぶはずだと思います。具体的には、どのよう

な連携を想定されているのでしょうか。 

 

（町では、昭和女子大学と連携して事業を行っているので）昭和女

子大学の学生さんや、推進委員の方のお子さんを起点として活動を広

げたり出来ると良いと思います。また、吉田島高校からは、小学校に

花の苗が提供されたこともあったことから、学校の環境整備事業で連

携出来たらよいとも思います。その他、「読み聞かせ」や「外遊び」

といった身近な活動で連携出来たら良いとも思います。 

 

その他ございますか。 

それでは、この件についての協議は、このあたりで終了とさせてい

ただき、次の協議・調整事項に移ります。 

 

（２）「大井町教育大綱」について協議したいと思います。今年度

が第２期大井町教育大綱の計画期間が満了となりますので、前回に引

き続き、見直しに向けて皆様と協議したいと思います。それでは、説

明者から要点に触れて説明をお願いします。 

 

（２）大井町教育大綱 

（※事務局において改定が必要と考える箇所について説明） 

 

それでは、ただいまの説明を受けまして、さらに詳しく聞きたいこ

とや質問などがありましたら御発言いただきたいと思うのですが、い

かがでしょうか。 

 

  １点確認ですが、基本方針の社会教育の１つめで、パワーポイント

では「町民が安心して自らいつでも学習できる場」とありましたが、

頂いた資料には「町民が安心して自ら学習できる場」となっていま

す。資料の方が正しいとの理解でよろしいでしょうか。 

 

失礼いたしました。正しくは資料のとおりでございます。 

 

その他ございますか。 

 

感想となりますが、事務局の方々によって、このような形でまとめ

ていただいて、感謝します。例えば、基本方針の学校教育において

「共生社会の実現に向けた教育」との文言が入っており、ＬＧＢＴＱ

のような新しい社会のニーズが大綱の随所に取り入れられているとい

うことで、なかなか良い教育大綱になっているのではないかと感じて

おります。 

また、教育大綱とは別ですが、教育の成果は見えにくく、また道徳

教育についても長い目でみないと成果は測れないものであります。そ

のため、大井町と子どもたちの未来への投資と考えて、町長には予算
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面でも引き続き教育へご配慮いただきたいと思います。 

 

確認で、国の教育振興基本計画に「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０」とあり

ますが、町の大綱にはどこと関連してきますか。 

 

国の教育振興基本計画につきましては、国が示しているものであ

り、このまま地方においても取り組むべきということではありませ

ん。大井町に合ったかたちで取り組んでいくものだと思います。大綱

においては、「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０」との記述ではなく「技術革新

の推進」として基本方針の学校教育に入れさせていただきました。学

校ではタブレット端末を使っての授業やデジタル教科書を英語の時間

に取り入れていっている状況から、少しずつ技術革新の進展に伴って

子ども達の学力の充実につながっていくものだと考えます。そのた

め、「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０」に引っ張られることなく、大井町とし

て一つずつ着実に取り組んでいく必要があることから、そのような記

載とさせていただきました。 

 

理解しました。その他、ございますか。 

 

この大綱は首長が定めるものとして規定されているなかで、担当で

ある総務課の方で原案を作っていただきました。町の総合計画や生涯

学習推進計画、さらには国が現在策定している教育振興基本計画など

幅広く資料を読み込んで原案を作っていただいたと思います。一度打

合せさせていただきましたが、その際には、ほぼ修正はない状態でし

た。大綱の改定にあたって、そうした資料を踏まえて対応していただ

いたことに感謝しています。なおかつ、教育の根幹に関わる部分は、

変えないとの説明がありましたが、正にその通りで、「不易流行」と

いう言葉があるように、流行の部分は、町長が言われた「Ｓｏｃｉｅ

ｔｙ５．０」にあたる部分だと思いますし、大綱に「子どもたちが未

来社会を切り拓く力を育むため、技術革新の進展やグローバル化など

社会の変化に応じた教育課程の充実」とあることから、教育委員会と

しても今後の課題として捉えて取り組んでいきたいと考えます。 

 

その他ございますか。 

それでは、この件についての協議は、これで終了とさせていただき

ます。 

 

（３）「その他」ですが、教育委員の皆様から、何かこの場で協議

の必要がある案件がございましたら、御発言を願いたいのですが、い

かがでしょうか。 

 

（３）その他 ※協議事項なし 

 

それでは、協議すべき事項も特にないようですので、これで議長の

任を解かせていただきたいと思います。貴重な御意見をお聞かせいた

だき、誠にありがとうございました。それでは、司会に進行を戻しま
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す。 

 

４ 閉会 

 

それでは、本日の御協議大変お疲れ様でした。 

さて、この総合教育会議は、年間２回の開催を定例といたしており

ます。今年度の総合教育会議は今回が最後となります。来年度につき

ましても、期日等が具体的になりましたら、お知らせいたしますの

で、その際は、御出席について御配慮賜りますようお願い申し上げま

す。 

それでは、これをもちまして、令和４年度第２回大井町総合教育会 

議を閉会いたします。ありがとうございました。 

 

 

 


